
 

令和４年第１回香春町議会定例会一般質問事項一覧表  

（ ８名  ）  
 

No. 質 問 者 ・ 質 問 事 項  メモ 

１ 10 番 藤井 清孝  

 １．マイナンバーカードについて  

①マイナンバーとマイナンバーカードの違いについて 

②マイナンバーカードは､どのような目的に使用できま 

すか。 

③香春町のマイナンバーカードの普及率は 

④香春町の今後、マイナンバーカードの普及率の向上の 

取り組みは 

２．プラスチックゴミについて  

①「プラスチック資源循環促進法」とは、どのような法 

律でしょうか 

②本町のゴミの分別について 

③本町のプラスチックゴミは、現在、燃えるゴミや不燃 

ゴミとして扱われていますが、今後の取り組みについ 

てお尋ねします 

④本町は現在ペットボトルの分別袋はありますが、その 

他のプラスチック容器などの袋の作成の考えは  

 

２ ６番 水上 信一  

 １．昨年４つの選挙が行われたが投票率等について  

①昨年４つの選挙が行われたが、それぞれの全体の投票 

率と期日前・当日の投票率についてお尋ねします。 

②町議会議員選挙・町長選挙については、選挙当日の投 

票時間は 18 時までとなっているが、県知事選挙、衆議 

院議員選挙については、20 時までが投票時間となって 

いる。この２つの選挙の 18 時以降の投票者数は。 

③町議会議員・町長選挙については、選挙当日の投票時 

間が 18 時までとなっている。その経緯について、お尋 

ねします。 

④投票率の低下が問題となっているが､投票時間が 18 時 

までである町長・町議選挙の投票率は、国県の選挙と 

比べ、同等若しくは高くなっており投票時間の短縮が 

投票率に連動するとは考え難いと思う。また。18 時以 

降の投票者も少ない現状の中、少しでも早い開票結果 

の周知、また選挙事務従事者の負担軽減のためにも、 

国・県の選挙においても投票時間を 18 時までにすべき 

と考えるが、18 時までとしている自治体もあると聞い 

ている。本町でも検討できないか、お尋ねします。  
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３ ３番 後藤 文夫  

 １．コロナ禍における地域コミュニティの低下と今後の 

対策について  

①新型コロナの影響により、イベント等地域における  

交流が失われ、地域コミュニティが低下している。  

地域の活性化に向けた行政としての取組状況と、今  

後の対策は。  

②コロナ禍により独居老人の健康被害が問題になって  

いるが、現状把握はできているか。また、災害等に  

おける見守りなどの対策は。  

③お年寄りにとって身近なコミュニティの場である老  

人クラブについては、コロナ禍で活動が休止状態で  

ある。活性化に向けた取組は。  

④地域コミュニティとして欠かせない子ども会育成会  

について、少子化に加えコロナ禍でさらに活動が制  

限されている中、現状と今後の対策については。  

また、コミュニティスクールを目指している思永館  

については、今後、どのように考えていくのか。  

 

４ ２番 山岡 徹  

 １．ふるさと納税について  

①３月８日現在の寄付金額は  

②通行人に見えるように横断幕を作って人々に告知し  

てはどうか  

③次年度、数億円を目指したいが写真の画像、説明文  

など専門家を使うといいと思うが  

④ふるさと納税の担当職員を増員してはどうか  

⑤ふるさと納税の寄付金の使い方は考えているか  

２．地域交通について  

① 8 時 30 分から 15 時までのコミュニティバスと思永  

館スクールバスのそれぞれの運営経費は  

②スクールバスの空いている時間帯をコミュニティバ  

スに運用している。なぜこのように経費がかかって  

いるのか数字を公表することによって、住民の理解  

が得やすいのでは  

③香春町役場発  天神行きバスの横断幕を付け、目に  

留まるような形で告知しては  

④実際に乗ってもらわないと意味がない。その辺はど  

う考えているか  

⑤小道をぐるぐるまわってムダが多い。西鉄バスの路  

線の運行を重点に便数を増やして欲しいという意見  

があるが  
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４ ⑥北九州市、田川市と広域協定の可能性について、協  

議したことはあるのか。採銅所については、せめて  

呼野まで行けばアクセスが良くなるが  

３．防災について  

①旧香春小学校が避難所になっているが、あの辺りは  

災害時、水浸しになる。どのように対処するのか  

②各避難所のルートの確保が大切だと思うが  

③インターネットラジオで告知するように検討しては  

 

５ ７番 永田 太一  

 １．第 ４次総合計画を基本とした各課で取り組む計画

等は  

①各課で取り組んでいる重点施策などの進捗状況は  

②過疎化が進む本町の現状を子どもたちや若い世代の

方々に、どう伝えていくのか  

③少子化対策の具体的な取り組みは  

２．香春町地域公共交通について  

①運行状況について利用者の声などは  

②運行ルート・運行時間などの変更等は  

３．道の駅香春について  

①年間来客数・月間来客数・駐車場の新設整備は  

②万葉公園の整備は  

 

６ ４番 松田 美穂  

 

１．コロナ対策について  

①福岡県では、コロナの陽性者や濃厚接触者が出た場  

合、保健所と協定を結んで行政が情報を取れるよう

になっているとのことだが、香春町で陽性者や濃厚

接触者が出た場合、行政はきちんと把握できている

か ｡ 

②自宅療養者が出た場合、食料や日用品の支援体制は  

どうか。重要なのは保存できる食料品、温めるだけ

でいいおかゆやスープ、レトルト食品、カップラー

メン、また、回復食としてフリーズドライタイプの

かつ丼や親子丼などと飲料水、スポーツドリンク、

冷却シートも必要です。家庭内感染を防ぐための消

毒用アルコールや不織布マスク、ビニール手袋、ゴ

ミ袋、ティッシュペーパー、解熱剤、除菌スプレ

ー、体温計、乳児がいる家庭のためにミルクやおむ

つも 1 週間分必要だと思うが。  
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６ 
③コロナの後遺症で働けない人への支援を町独自で作  

ってはどうか。  

④パルスオキシメーターが不足していると聞くが、町  

で購入をしてはどうか。  

⑤香春町でドライブスルーの無料 PCR 検査ができるよ  

うにしてはどうか。  

２．環境問題   

①香春町にも第 2 次環境基本計画がありますが、世界  

は脱炭素化社会つまり CO 2 削減に向けて動き出して

いる。しかし、隣の田川市にはバイオマス発電が建

設されようとしており、石炭のおよそ 1.5 倍の CO 2

が排出されることは問題だと考える。  

もしバイオマス発電所が香春町内に建設される場合 ､

事前に行政へ情報がくるのか。  

②田川市では、地域住民に周知されないまま工事が着

工されていると聞くが、香春町内での建設が想定さ

れた場合、行政として住民説明会などを開催してほ

しいが、可能か。  

③町長の環境問題対策への見解はどうか。  
 

３．高齢者の孤独対策と買い物支援   

①一人暮らしの高齢者は 2020 年に 5 人に 1 人となっ

た。孤独を感じる人の死亡率は、喫煙する人とほぼ

同じ。肥満や運動不足の人を上回るというデーター

がある。  

そこで孤独な高齢者に「食事」と「おしゃべり」を

届ける新フードデリバリー「じーばーイーツ」サー

ビスを創設してはどうか。  

65 歳以上の一人暮らしのお年寄りにお弁当を届けス

タッフと一緒に「おしゃべりと食事」を楽しむ「じ

ーばーイーツ」の取り組みを始めたらどうか。  

②買い物代行サービスを始めてはどうか。車のない人  

や高齢者、弱者に配慮すること。特に自宅療養者や

濃厚接触者が急増し、保健所の業務もひっ迫する中

「サポートセンター」を立ち上げることが必要では

ないか。  

４．思永館の学校教育   

 ①ふるさと納税の収益で給食費の無償化を考えてはど  

うか  

②給食がオーガニックの食材で作られているのか、日  

本は添加物だらけの食品が多いが、「給食を考える委  

員会」を設立して、内容について検討してはどうか    
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６  
③ 2023 年に小学校・福祉施設に配布されようとしてい

るゲノム編集トマト ※ についても安全性について確認

してはどうか。（すでに厚生労働省や農林水産省には

ゲノムトマトの開発が 2020 年 12 月に届けられまし

た）  

オーガニックの食材を提供するために香春町のオー

ガニック農家を支援したり、誘致する。オーガニッ

ク農家の収入が増えれば税収が増加する。オーガニ

ックの給食を提供することで町の知名度が上がり、

移住者が増えるのではないか。  

④ＩＣＴは、どのように活用しているか  

⑤休校した時の学習支援はどう行われたか。今後はど  

のように計画しているか  

⑥沖縄の読谷村と姉妹都市を結び、思永館の子どもと  

の交流が実現できたらと考えている。コロナで実際  

の交流は難しいが、オンライン交流はどうか。  

その際「地元のお宝見つけ」と題して香春町や筑豊  

田川の歴史、文化、食などいいところを子どもたち  

が発見し、先方の生徒に伝えるなどの課題を与え、  

交流すればお互いのいいところを PR する力つまり  

発信力が身に着くと思う。また、沖縄戦の傷跡がい  

たるところに残っており、「対馬丸記念館」や自決し  

た「チリチリガマ」の見学など平和教育の観点から  

もお勧めしたいが、その考えはあるか。  

⑦子どもたちがスマホやタブレットの使い方を地域の  

人に教えるという場を設定し、地域の人との交流を  

促す授業をしてはどうか。  

⑧「握り寿司」体験ワークショップを開催し、地域の  

方と子どもたちが一緒に作り、食べながら交流する  

場を作ってはどうか。このワークショップは新鮮な  

お魚が九州全域から集まる魚市場の強みを活かし、  

食を通じて人と人とがつながることの大切さがわか  

る。現在の希薄な人間関係しか知らない子どもたち  

にとっていいコミュニケーションの場となり、次は  

教える側に回って、香春町の魅力を発信し、ゆくゆ  

くは県外や海外からのお客さんに教える体験型のふ  

るさと納税につなげてはどうか。  

そうすれば、国内だけでなく海外にも目が行く国際  

交流も生まれる。思永館の子どもたちには是非そう

いうグローバルな視点を持った人間に育ってほしい  

と思っているが、どうか。  

 
※別紙、資料あり 
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６  ⑨お金と経済の勉強はどんなふうにする計画か。アメ  

リカでは「パブロとブルーノ」を小学校で教えてい  

ると聞くが経済が回る仕組みづくりまで教えるのか ｡ 

 

７ 12 番 川野 藤則  

 

１．食育について  

①町食育推進計画の検討は、どのように進められてい  

るか ｡ 

②有機・無農薬野菜等安全・安心な地場産食材の学校

給食への導入について、どのように考えているか。  

２．情報発信について  

①町の施策、情報を町内外の多くの人に効率的にＰＲ  

するためには、ホームページは強力なツールである  

が、その管理はだれがどのように行っているのか。  

②観光協会、商工会、社会福祉協議会等、関係団体と  

の連携調整はどのように行っているのか。  

３．農業振興について  

①今年度における農業体験に関する受入事業の実施状  

況とその評価はどうか。また、来年度以降の事業展  

開はどのように行うのか。  

②新規就農者に対する補助金を、地方自治体と合わせ  

て１０００万円支給する枠組等について、その後の  

検討はどうなっているか。  

③新たな町特産品の開発計画はあるか。  

４．職員の能力向上について  

①意欲ある職員に対する職務に有用な通信研修経費の  

助成制度の導入について、その後の検討はどうなっ  

ているか。  

②職員の人事評価制度が来年度から変更実施されると  

聞いているが、当該制度定着のための職員研修はど  

のように行うのか。  

 

８ ８番 山下 剛  

 

１．キャンプ場について  

①町内に整備できないか  

 

２．公民館でシニア向け教室を  

 ①デジタル格差問題を解消するため、シニア向けに地

区公民館等でスマホ教室を開催してはどうか  
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８  
３．観光協会の倉庫等の整備は  

①現在、役場別館（旧商工会）の１階に多くの備品が  

 保管されている。別館は老朽化が進んでいるが、備

品倉庫等を整備する考えは  

②香春駅に観光協会があるのは大変好評だが、利用者

からも相談（接客）スペースがあれば、との声を聞

く。接客スペースを整備する考えは  

 

４．訪問看護の充実を  

①訪問看護が充実すると医療費削減につながり、通院

の交通手段や孤独死などの課題解決にもつながると

思うが、推進できないか  

 

 


